
日　時：平成２９年５月１６日（火）１８時～１９時

場　所：恵庭市保健センター　１階　機能訓練室

出　席：（委員） 貝嶋委員、福原委員、江川委員、小塚委員、安保委員

北越委員(副市長)、津川委員(消防長)、佐々木委員(保健福祉部長) 8名

※欠席　石川委員

　　　　（ 市 ） 市長

　　　　（庶務） 保健センター長、保健課長、保健予防担当主査、母子保健・食育担当主査

スタッフ

１．開会

２．委嘱状交付 　市長より委員に委嘱状を交付

３．挨拶 　市長

４．委員紹介

５．正副会長選出 　恵庭市救急医療対策会議運営要綱第５条により、会長に貝嶋　光信氏、

副会長に小塚　かおる氏を選出。

６．会長・副会長挨拶 　会長の挨拶の中で、恵庭市夜間・休日急病診療所の医師の確保について

行政のほうからも働きかけをしてほしいとの要望があった。

７．報告事項

　会長の進行により、事務局（保健予防担当主査）より報告事項の説明があった。

  報告事項は次のとおり。

（１）平成２８年度初期救急医療の実績について

①夜間・休日急病診療所の実績（患者数・市内外の割合・年齢構成等）

②夜間・休日在宅当番医療機関の実績（患者数・年齢構成、診療別患者数等）

③市民の二次救急への転送状況（救急搬送件数・転送者数・年齢構成、転送先）

④恵庭市夜間・休日急病診療所運営費の状況

【委員からの意見・質問等】

Ａ委員 　夜間・休日急病診療所の医師の確保について、医師会より行政に何か協力を

依頼するようなことがあるかもしれないので、よろしくお願いします。

（２）平成２９年度関係事業の推進について

①休日・夜間等救急医療体制

②２次救急医療への助成

（３）その他

①恵庭市保健センター及び夜間・休日急病診療所移転について

　事務局（保健センター長）より説明。
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【委員からの意見・質問等】

Ａ委員 　移転の時期は１月か。

事務局 　４月です。保健センターは４月２日には移転となりますが、３月３１日が土曜日、

４月１日が日曜日であり、患者数の多い土日をはさんでいるため、夜間・休日急病

診療所の移転の時期について会議で協議いただき時期を考えたい。

Ａ委員 　夜間・休日急病診療所は閉じることはないと理解してよいか。

事務局 　電話番号が変わる可能性もあり、夜間・休日急病診療所を休診とし、年末年始同様

に在宅当番医の医療機関に協力をお願いできないか等、一案としてだが考えている。

Ａ委員 　周知がしっかりできれば閉じた方が移転しやすいかもしれない。

事務局 　市民の方に早い時期に周知できるように皆様と協議したい。

　夜間・休日急病診療所の大きな医療機器や設備関係の移転にどのくらいかかるのか

算段し、協議させていただきたい。

Ｂ委員 　Ｘ線の機械等の移動は容易ではないため、今使用している機器を持っていき稼動さ

せるとすれば休診することになるのは仕方がない。

事務局 　Ｘ線の機械等のメーカーとも調整し、きょうぎさせていただきたい。

Ａ委員 　最終的な決定は２月頃に開催されるこの会議となるのか。

事務局 　少し時期を早めて協議をいただく可能性もあると考えていただきたい。

②「救急安心センターさっぽろ」の現在の参加市町村状況について

　事務局（母子保健・食育担当主査）より説明。

８．閉会


